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24 日獣発第 33 号 

平成 24 年 5 月 2 日 

 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  山 根 義 久  

(公印及び契印の押印は省略) 

 

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる 
分析等について 

 
このことについて、平成 24 年 4 月 20 日付け 24 食産第 445 号をもって、農

林水産省食料産業局長及び食料産業局食品小売サービス課長・食品製造卸売課

長より、別添写しのとおり通知があったので、貴会会員への周知方よろしくお

願いします。 

このたびの通知は、①食品産業事業者の中で、食品中の放射性物質に係る自

主検査を実施している事業者において、科学的に信頼のできる分析結果を得る

ためには、別添の「信頼できる分析の要件」に沿った取組等を行っていること

が必要である旨、また、②あわせて、食品中の放射性物質への対応については、

過剰な規制と消費段階での混乱を避けるため、自主検査においても食品衛生法

の基準値（一般食品：100ベクレル／㎏、牛乳及び乳児用食品：50ベクレル／㎏、飲料水：

10ベクレル／㎏）に基づいて判断する旨、③下記事項及び食品中の放射性物質に

係る各種参考資料が、別添１のとおり公表されている旨、さらに、④貴会及び

貴会会員において、食品中の放射性物質に係る勉強会等を開催される場合は、

要望に応じて農林水産省職員を講師として派遣する旨の周知を依頼されたもの

です。 

 

記 

 

・  食料産業局長通知の「客観的・科学的に検証された分析法」に関し、厚生

労働省から、①食品中の放射性セシウム検査法

（http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/dl/shikenhou_120316.pdf）、 

②食品中の放射性セシウムスクリーニング法
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（http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r985200000246ev.html）に係る通知

が発出されていること。 

 

・ 別添２（食料産業局長通知では別添）の「信頼できる分析の要件」を満た

す分析機関へ発注すること、又は自ら分析している場合は要件を満たす取組

をしていること 

 

 

 
【講師派遣相談窓口】 

農林水産省食料産業局食品小売サービス課 
 小山内（おさない）、富樫（とがし） 
ＴＥＬ：０３－３５０２－５７４４ 

本件内容の問合せ先 

 日本獣医師会事業担当 笹川 

 TEL  03－3475－1601 
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２４食産第４４５号

平成２４年４月２０日

食品産業団体の長 宛

農林水産省食料産業局長

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる分析等について

食品中の放射性物質への対応については、昨年３月に厚生労働省において定められた暫

定規制値に適合している食品の摂取は健康への悪影響はないと一般的に評価されているも

のの、より一層、食品の安全と安心を確保するため、厚生労働省により食品衛生法第１１

条第１項に基づく新たな基準値が設定され、本年４月１日から施行されたところです。

農林水産省においては、国産農林水産物・食品に対する消費者からの信頼や国際的な信

認を早急に回復するため、関係機関と緊密に連携しながら、消費者に安全な食料を安定的

に供給することを最優先に取り組んできたところです。

食品産業事業者の中には食品中の放射性物質に係る自主検査を実施している事業者もみ

られますが、科学的に信頼できる分析結果を得るためには、別添の「信頼できる分析の要

件」に沿った取組等を行っていることが必要であり、貴団体傘下の会員企業に対しこのこ

との周知をお願いいたします。

また 食品衛生法に基づく基準値は 放射性物質を含む食品からの被ばく線量の上限 介、 、 （

入線量レベル）を食品の国際基準を策定するFAOとWHOの合同会議であるコーデックス委員

会の指標である年間１ミリシーベルトに合わせる一方で、算定の際の一般食品の汚染割合

を５０％とし、コーデックス委員会ガイドライン（１０％）より厳しい前提が置かれ、さ

らに特別な配慮が必要な飲料水や乳児用食品等を区分して長期的な観点から設定されたも

のですので、過剰な規制と消費段階での混乱を避けるため、自主検査においても食品衛生

法の基準値（一般食品：１００ベクレル／kg、牛乳及び乳児用食品：５０ベクレル／kg、

飲料水：１０ベクレル／kg）に基づいて判断するよう併せて周知をお願いいたします。
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２４食産第４４５号

平成２４年４月２０日

食品産業団体の長 宛

農林水産省食料産業局

食品小売サービス課長

食 品 製 造 卸 売 課 長

食品中の放射性物質に係る自主検査における信頼できる分析等について

このことについて、食料産業局長より通知（平成２４年４月２０日付け２４食産第４４

５号）されたところですが、下記事項につき貴団体傘下の会員企業に周知願います。

、 、なお 食品中の放射性物質に係る各種参考資料が別添１のとおり公表されていますので

貴団体傘下の会員企業に併せて周知願います。

また、貴団体において、食品中の放射性物質に係る勉強会等を開催される際には、要望

に応じ当省職員を講師として派遣させていただきます。

記

「 」 、 、・ 食料産業局長通知の 客観的・科学的に検証された分析法 に関し 厚生労働省から

①食品中の放射性セシウム検査法（http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/dl/shiken

hou_120316.pdf 、②食品中の放射性セシウムスクリーニング法（http://www.mhlw.go.）

jp/stf/houdou/2r985200000246ev.html）に係る通知が発出されていること。

・ 別添２の「信頼できる分析の要件」を満たす分析機関へ発注すること、又は自ら分析

している場合は要件を満たす取組をしていること

【講師派遣相談窓口】

農林水産省食料産業局食品小売サービス課

小山内（おさない 、富樫（とがし））

ＴＥＬ：０３－３５０２－５７４４



（別添１）

＜基準値関係＞

１．食品中の放射性物質の新たな基準値について（平成２４年２月厚生労働省公表）

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/iken/dl/120117-1-03-01.pdf

２．食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関するＱ＆Ａ（平成２４年３月厚生労働省

公表）

http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/dl/qa_120330.pdf

＜基礎知識関係＞

１．放射性物質の基礎知識（平成２４年２月農林水産省公表）

http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120301_kiso.pdf

＜調査・規制関係＞

１．食品等に含まれる放射性物質（平成２４年２月農林水産省公表）

http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120209_shoku.pdf

＜分析関係＞

１．放射性物質の分析について（平成２３年１２月農林水産省公表）

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/data_reliance/pdf/rad_kensyu.pdf

２．ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーションスペクトロメータを用いて測定した結果を適切に評

価するために（初心者編 （平成２３年１２月農林水産省公表））

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/joho/saigai/pdf/guidance.pdf



（別添２）

信頼できる分析の要件

科学的に信頼できる分析結果を得るためには、以下の取組等を行っていることが必要。

１．分析法の要件

いつ どこで 誰が分析しても同様の分析結果が得られることが客観的・科学的に検、 、

証された分析法を使用。

２．分析者に求められる事項

（分析機関または生産者等が自ら分析する場合）

①組織管理 分析者の教育 測定手順等の文書化 内部での分析の精度管理などのマネ、 、 、

ジメント体制を構築。

②定期的に外部の技能試験を受け、自らの技能を評価。

（参考）

○分析機関内部での分析の精度管理

・同一試料を繰り返し分析した際のバラツキを把握、標準試料の測定値を定期的に確

認など。

○技能試験（ Proficiency Testing」のJIS訳）「

・第三者機関が配布する試料を参加者が分析し、複数の分析機関間で分析結果を比較

・評価するプログラム （放射性物質の分析でのプログラムは現時点では少な。

い ）。

○食品衛生法では、一定の基準を満たす分析機関を、厚生労働省が登録（登録検査機

関 。）

○欧州では 食品規制のための分析機関は ISO/IEC 17025 分析試験所に対する一般、 、 （

要求事項）の認定を取得していることが義務。

３．分析の発注者が留意すべき事項

①分析を発注する場合、厚生労働省の登録検査機関または精度管理等の体制を整備した

分析機関を選ぶ（参考参照 。）

②自らの生産物・製品が分析に供される場合、分析される試料と同じロットの製品・生

産物を冷凍保存しておく（確認分析が必要な場合に備える 。）
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